
防コミの歩き方

神戸市北消防団有馬支団に所属する、
私たち「有湯ファイターズ」は、神戸市で初
めて女性消防団員が採用された平成１３年に
結成されました。有馬支団は、有馬温泉で
有名な有馬町の住民によって組織されていま
す。有馬温泉は日本三名湯のひとつに数え
られ、また、阪神間の奥座敷として知られる
歴史ある町であり、観光客も多く訪れます。
女性消防団員である私たちも、男性団員とと
もにポンプ操法など消火に必要な訓練や出
初式、林野火災警戒、防災訓練、年末警
戒への参加など一年を通じていろいろな活動
を実施しています。
「有湯ファイターズ」は、女性の特性でもあ
る「きめ細やかさ」「思いやり」をもって「災害
に強い町」「安全で安心な町」を目指し、創
作寸劇の上演などで予防啓発活動もおこなっ
ています。現在、女性消防団員は８人と決し
て多くはありませんが、以前から有馬町で暮ら

すメンバーで構成されており気心も通じ合い、
抜群のチームワークとなっています。これまで
に、「正しい救急車の呼び方」「心肺蘇生法」
「防火対策」などをテーマにした寸劇を創作し
ています。台本、衣装、小道具も手作りし、
その結果、観る人に親しみを感じてもらい「イ
ザッ」というときに備えられる寸劇ができたよう
に思っています。
２月１５日に開催された「第６回きらめきコン
サート」では「怖がらないでAED」というタイト
ルで、AEDを使った応急処置の普及啓発を
テーマにした笑いあふれる寸劇を披露させて
いただきました。今後の目標としましては、自
分たちの暮らす地域の方々に女性消防団員
が果たす役割の必要性を理解していただき、
日常の防火啓発や女性消防団員の活動を活
性化することにより、女性消防団員の入団
促進をおこなっていきたいと思っています。
（北消防団有馬支団本部　関口純子）

有湯ファイターズ 「ＢＯＫＯＭＩスクールガイド」を使ってみた！！
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●立派な冊子があるのだけれど！！
皆さんは「BOKOMI

スクールガイド」という
冊子をご存知ですか？ 
子どもと一緒に防災を
学ぼうという趣旨で、
神戸市消防局がまとめ
た40あまりのメニュー
が並ぶ冊子です。しか

し、市民の皆さまにどう広めるか？ 筆者は密
かに思い悩んでました。
●各地区防コミの話を聞いてみました！！
そこで、中央消防署での定例の防コミ会
議の際、スクールガイドの代表的なメニュー
と、従来からのメニューを用意したうえで、
「BOKOMIスクールガイド」を使った研修話を
持ちかけてみました。すると、出席者からは、
防コミと小学校との連携に苦心されているな
どの意見が出され、熟議の結果、一度やっ
てみようとの総意を得て、11月14日、中央
消防署にて、専門の講師を呼び、「GURAG
URA TOWN」、「なまずの学校」、「ぼうさ
いダック」の代表的なスクールガイドメニュー
3つを勉強してみようと決定しました。
●研修の実施
当日は、NPO法人プラスアーツ3人を講
師にむかえ、小学校教諭3人、児童2人を
含む防コミ関係者59人の参加を得ることが
でき、また、職員6人も研修に加わることが
できました。「ぼうさいダック」では幼児でも学
べる緊急時の避難動作を学び、「なまずの学
校」と「GURAGURA TOWN」ではそれぞれ

カードゲームとすごろくを使って、災害時にお
けるさまざまな場合での対処方法について意
見を出し合いました。一見すると災害現場で
は役に立ちそうにない道具でも、柔軟（？）な
発想と巧みな話術で思わず「なるほど、使え
る!!」と納得させられてしまいました。みんなの
笑顔と大盛況のなか、再度の実施を請われ
ての閉会となりました。
防コミの皆さんは、今まで一生懸命に活
動してこられました。しかし、これからは今ま
での成果を次世代につないでいくことも必要
です。スクールガイドがこれをすべて解決して
くれるとは言えませんが、少なくとも若い世代
に防災を学んでもらうことが、その一助になる
のではと考えます。
偉そうなことを書きましたが、本当のところ

まだまだ手探りの状態です。読者の皆さまの
お知恵を借りながら、少しずつでも前進でき
ればと考えています。

（中央消防署　芝　正人）
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